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1．はじめに 筆者らはミリ波パッシブイメージングによる

物体の検知特性を改善する目的で，冷却管からの低熱雑音

を人体に向ける Forward-Nulling Passive Millimeter Wave 

(FN-PMMW) イメージングを提案した[1]．本稿では小型

反射鏡付冷却誘電体管アレーを試作し，人体表面に置かれ

た板状導体の検知特性を評価した結果を述べる． 

2. FN-PMMW イメージングの原理 室内におけるミリ波

パッシブイメージング装置のレンズ系の構成を図 1 に示

す．壁による反射が小さいものとすると，人体の見掛けの

温度 T’hは 

' (1 )h h h wT T T          (1) 

で表される．ここで Th, Tw は人体と壁の輝度温度でありh
は人体の放射率を表す．人体が板状導体を所持する場合こ

れをリフレクタとして壁の温度を計測することになるの

で，人体と板状導体の温度差は 

' '
c h wT T T             (2) 

で与えられる．一方，低熱雑音源を人体に向けた場合は 

' '
null h nullT T T            (3) 

となり，Tnull < Tw とすることによりT’h > T’cとなるので，

ミリ波画像のコントラストを向上することができる． 

3. 冷却誘電体管アレー 小型反射鏡付冷却誘電体管アレ

ーの見取り図を図 2 に示す．温度が 0℃程度の冷却水を通

したメアンダ状塩化ビニル管を放物筒面の焦線付近に配

置し，冷却管からの低熱雑音の放射方向が人体方向を向く

ように各反射鏡の角度を調整する． 

4. FN-PMMW イメージング  人体胸部に配置した

CD-ROM の法線がレンズの光軸となす角度を変化させ

たときのミリ波画像を図 3 に示す．開口幅 0.8 m の大型反

射鏡[1]を用いた図 3(a)の場合，コントラストが向上する角

度範囲は oと小さい．一方，小型反射鏡付冷却管アレー

を用いた図 3(b)の場合は角度範囲が 32 o (12o<44まで

約倍に広がった． 

5．まとめ 小型反射鏡付冷却誘電体管アレーを試作し，

FN-PMMW パッシブイメージングにおける検知角度範囲

を広げることが出来ることを示した． 
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図 1 室内におけるイメージング装置のレンズ系． 
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図 2 小型反射鏡付冷却誘電体管アレー． 

0 4 8 12 16 20 24 28 32 36 40 44 48 52 56 60

 [deg]

(a) 大型反射鏡付冷却管 [1]

(b) 小型反射鏡付冷却管アレー
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図 3 FN-PMMW イメージングによる撮像結果． 
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